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た。最初に，喫煙の血漿 tHcy濃度への影響をみる目的で 3群間の血漿 tHcy濃度を比較した。次に，COPD
症例において，血漿 tHcy濃度の肺機能への影響をみる目的で，COPD患者の初診時血漿 tHcy濃度と 1年
間の肺機能変化をプロスペクティブに観察した。
（結果）
　血漿 tHcy濃度は非喫煙肺機能正常群（8.3± 0.9 µmol/l）<喫煙肺機能正常群（10.5± 0.5 µmol/l）< 
COPD群（12.0± 0.6 µmol/l）の順に高かった。COPD群で，血漿 tHcy濃度と喫煙歴とは相関がなかった
－ 579 －
（r=0.24）。また COPD群で，血漿 tHcy濃度は％一秒量（％ FEV1.0）と正の相関関係にあり（r=0.46），高度
気道閉塞群（％ FEV1.0 < 30％）では血漿 tHcy濃度は正常化した。高度気道閉塞群では軽度気道閉塞群（％















追跡すると，初診時の血漿 tHcy濃度の高い COPD患者ほど，一年間の FEV1.0の減少量が大きかった。すな
わち，高 Hcy血症は，COPDの素因のある喫煙者においては，肺機能低下を助長する要因と推察された。
（結論）
　高 Hcy血症は，COPDの素因のある個人においては，COPDを進行させる要因となる。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本論文は，喫煙による高ホモシステイン（Hcy）血症が慢性閉塞性肺疾患（COPD）の進行に関わってい
るかどうかに焦点をあてた興味深い研究である。男性 COPD群とコントロール群を対象に，血漿総ホモシ
ステイン（tHcy）濃度を測定し，次に COPD症例において一年間の肺機能変化を一秒量（FEV1.0）でもっ
て観察し，FEV1.0減少量と血漿 tHcy濃度に正の相関を認めた。高 Hcy血症による酸化ストレスの誘導が
COPDの促進することを示唆し，このことからアンチオキシダントによる治療法の開発の可能性など医学
的に重要な問題を含み，本研究を基礎に，今後の発展が期待される。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
